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1 r法学学習法｣の歴史と意図　　　三qtLニ三雲≡:ま芸t<ょア芸表芸妄言≡苦言≡苦誓?､呈≡
(1)法学部の提供する教養教育　　　　　　　　　　　　諸君に語りかけるという構想が､現場の外来講師を招

法学部の特色ある講義の｢賢人会議｣ ｢法学学習法｣　　碑するという新規さを加味しながら､今日の｢賢人会

｢リーガル･システムA･B｣は､いずれも豆薪の関　　　議｣ (鮫越･葛西･本間･津田･丹羽担当)に発展し

係にあります1987年度に､ ｢a hogakubuannai｣と　　　ました｡第三は､この講義によって法学･政治学を紹

いうオムニバス形式の､新入生向きの授業が企画され　　　介しようという考え､すなわち､それらについての既

ました｡これは､法学部の有志教官18名により､それ　　　成概念を打破することが､その学習の第一歩であると

ぞれ専門とする分野のトピックを講義した､いわば法　　　いう考えが､ ｢リーガル･システムA･B｣ (葛西･商

学部教官の｢顔見せ興行｣的なものでした｡この講義　　　方･鯨越担当)へと発展しました｡

の開始理由は､その当時､学生諸君に配付した｢挑戦　　　　いずれの授業においても､創意工夫をこらし､新し

状｣という授業趣意書に明記されています( 『法紀』　　　い授業を行なおうという､それぞれの担当･オルガナ

19号1992年97頁に収録)｡　　　　　　　　　　　　　　　イザ-の教官の､高熱こして､わが身を切っての膏血

この講義のコンセプトが､発展的に分化して行きま　　　の､すなわち､自腹を切っての努力により企画･維持

した｡すなわち､第　一は､その講義で行われた｢ルー　　　されています｡そのため､周りから､ ｢酔狂｣とか､

ズI)-フとシャープペソシルですませるな｣ ､ ｢優の　　｢趣味の授業｣と評されながらも､あるべき真の教養

取り方｣などのHow toを中心とする技術性を追求し　　　教育を追求しようとする教官の熱意が､これらの講義

た部分が､現在の｢法学学習法｣ (水谷･栗原･山下　　　を発展させ､維持させてきました｡

担当)に発展しました｡第二は､この講義のオムニバ　　　　法学部の教官は､いずれも教養教育の重要性を主張
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するから こそ ､ 従来 の それに対 して ､ も っ とも手厳 し

い批判者とな っ て います ｡ もちろん ､ 批判は ､ そ の 裏

側に ､ 構築 と手を携え て い なければなりません ｡ こ れ

らの 授業は ､ い ずれも法学部の 改革理念にある ｢学部

レ ベ ル における教育と研究との 明確な分離+ に立ちな

が ら､ 従来の 学生の ｢ 傍観型+ の 授業から ､ 学生 の

｢ 参画型+ の 授業の創造を意図し､ 具体的な生きた知

識の 伝達を意図 して構想され ､ 追求されて い ます｡

(2) ｢ 法学学習法+ の 意義と方法

① ｢ 法学学習法+ の 授業目的は ､ 19 95 年度冒頭に ､

学生諸君に配付 した ､ 以下 の シ ラ バ ス に ､ ほとん どす

べ て尽くされて います ｡ も っ とも､ ｢ シ ラ バ ス をみな

か っ た の で - -

〔自分 の予想と講義とが〕 全然ちが っ

て い た の で とまど っ た+ ( 工9 4 なお ､ 以下 の学生

の聴講票からの引用文は ､ 原文 の まま) とい う学生諸

君もい る ぐらい ですから､ シ ラ バ ス 作成に
一

生懸命に

な っ て い る教官の 意図が どれだけ伝わ っ て い る の かは

不 明です ｡

< 学生配付資料 >

こ の講義は ､ 大学に入学 してきた諸君に対 して ､

こ れから勉強 ･ 研究をどの ようにや っ て ゆく の か

と い う技術的な側面に つ い て考えます｡ 現在 ､ わ

が国 の大学生の 基本的な生活 ス タ イ ル で ある ｢ 聴

かナイ ､ 読まナイ ､ 書かナイ ､ 考 えナイ ､ した が っ

て ､ 発言 しナイ+ と い う､ 3 匹 の サ ル さ えもが赤

面するような状態を､ 少し で も反省 して もらえ る

よう努力した い と思い ます｡ お そらく ､ き みたち

が ､ 上記 の 5 ナイと い う状態に立ちい た っ て い る

の は ､ ｢ 内面に蔵するもの が ナイか ら+ で はなく ､

｢ そ れを表現する方法を知ら ナイ か ら+ で あ ろう

と､ い さ さか希望的に考えるからです｡ もちろん ､

大学 の 講義ですから､ しかも ｢ 技術+ に つ い て語

ろうとするもの で すか ら､ 面白くなければい けま

せん ｡ 笑 い なが ら真理 を語る こと こそ ､ あ の謹厳 ･

荘厳 ･ 尊厳に して ､ コ ケ脅か しの 中世の ､ 厚 い 帳

を持ち上げた ､ 私たち の 先駆者 ･ 近代の 騎士 たち

の ､ も っ とも大切な心得だ っ た の で すから｡

ま た技術で あ る以上 ､ きみ自身がや っ て み な い

と､ ま っ たく意味が ありません ｡ 知識なら､ 後 ろ

の 席か ら覗き見 して ､ 書き写せ ば､ そ れ なり の 点

をあげる こともできま しょう｡ 身に つ く ､ よく ツ

ク た めには ､ 駅前に出掛ける必 要はありません ｡

そ の場 で ､ や っ て み れば､ よ い の で す｡ タ タ ミ水

練ですらも､ 愚か にも､ ただ笑 っ て い るだけで ､

教室を出れば､ す べ て 忘れは て るきみ よりも､ あ

る い は､ 何 ひと つ 変え ようとは しない ､ 若年寄り

の きみ よりも､ 見込みがあります ｡ 私た ちは ､ で

きるだけ ､ き み たちを水辺 に招きたい と思います ｡

しか し､ 水 に 口 を つ け て 飲む の は ､ きみ たちの 仕

事です｡

② こ の ような授業目的か ら､ 実習 ･ 実作が ､ 具体

的に は ､ レ ポ
ー ト ･ 作文 の 作成 が 中心 に な ります ｡

｢ 自分は文を書く の が苦手なの で ､ こ う い う形式の授

業は ､ は っ きり言 っ て きらい だ+ ( 工9 5) ｢ 作文はキ ラ

イだ+ ( 法9 5) と い う学生が ､ 最近は多い と思われま

す ｡ しか し､ 苦手だからこそ ､ 訓練が必要な の です｡

(参 ｢ 法学学習法+ に ､ ｢ 法学+ と い う名を付した

こ とに は ､ あま り意味が ありません ｡ せ い ぜ い の と

こ ろ ､ そ の 意味は ､ (i) ｢ 法学+ 部 の 教官が担当し ､

(ii) ｢ 法学+ 部 の提供する老養講義とし て ､ ｢ 法学+ 部

学生を中心にする ､ (iii) ｢ 美人薄命+ などに典型的な

ように ､ おそらく題材が ｢法学+ から多く とる ことに

なろうと い う ぐら い です｡

こ の た め ､ 授業をうけた学生の 内には､ ｢ 法学にま っ

たく関係ない で はない か+ ( 教育9 4) ｢ こ れが法学の何

の 勉強になるの で すか+ ( 法95) ｢ そ の 名にふさわ しい

法律に つ い て の 学習法を+ ( 法95) と い う不平もあり

ま した ｡ しか し､ こ れは ､ 私 どもに言わせれば､ 授業

開始時の 説明を聞い て い な い 老 の言 い 分 です｡ 上記の

こ と ぐらい は ､ 説 明 して い た の ですから｡

も っ とも､ 授業中に説明 した こ と ですが ､ ｢ 書く こ

と+ は ､ あらゆ る学問 ､ すなわち ､ 思考 の基礎 です｡

した が っ て ､ 当然 ､ ｢ 書く こ と+ は ､ 法学 の 基礎で も

あるの で すから ､ そ の 意味で は ､ ｢ 書く こ と+ を中JL ､

に した ､ こ の 授業を ｢ 法学+ と形容した と し ても ､ そ

れほ どに羊頭狗肉とは思え ませ ん ｡ も っ とも､ 抜本的
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に ､ ｢ なん で こ んな講義が必要な の か+ ( 工9 5) と い う

疑問もありますか ら､ 所詮何を言 っ て も無駄かも知 れ

ません ｡

本年の 実施につ いて

(1) 実施した 内容

① 4 / 14 < 時間管理 > 山下 ｢ 週間時間割+ の 提案

(説明は ､ 約15 分) をうけ て ､ 水谷＋栗原＋山下

の議論｡ とく に エ ソ デ の 『モ モ』､ ま た水谷提起

の ｢ 山下 - 時間泥棒説+ に つ い て の議論 ｡

宿題 I ｢ 4 / 1 4 - 4 / 2 3 ま で の ､ 各自 の週間時間割

を作 っ て 提出する+ ｡

② 4 / 2 1 < レ ポ - 卜 の書き方 > 山下 ｢ 目考
･

耳考
･

手考
･ 足考+ ( ネ タ源は ､ 林達 『読書聞話考』( 中

央大学 出版部)) とい う思考の や り方に つ い て の

提案をうけ て ､ 水谷＋栗原＋山下の議論 ｡

宿題Ⅰ受理 ｡

③ 4 /2 8 < レ ポ ー ト Ⅰ作成 > ｢ 『王様は裸だ』 の つ

づきを作成せ よ+ ｡

宿題ⅠI ｢ レ ポ
-

卜作成後 ､ そ れを集め て ､ 他 の学

生に配付 し､ そ れを添削して ( 署名 つ き) ､ 次 回

持参する こ と+ ｡

④ 5 / 1 2 < レ ポ
-

卜 Ⅰ 発表お よび批評 > 水谷 ＋ 栗

原＋山下｡

宿題ⅠⅠI ｢ チ ャ レ ン ジ①②配付+ ｡

⑤ 5 / 19 < 図書館利用法 ･

ア ン ケ - 卜配付 > 栗原｡

⑥ 5 /2 6 < 筆記用具 > 山下 ｢ シ ャ ー プ ペ ソ シ ル の

撲滅+ の 提案をうけ て ､ シ ャ ー プ ペ ソ シ ル ､ ポ ー

ル ペ ソ ､ 万 年筆 の 長短に つ い て ､ 水 谷＋栗原＋山

下の議論｡

(訂 6 / 2 < レ ポ ー トII 作成 > ｢ 新任社員研修会 『小

川の犬』 受講報告+ ｡

宿題Ⅳ ｢ レ ポ
- 卜作成後 ､ そ れを集めて ､ 他 の学

生に配付 し､ そ れ を添削 して ( 署名付き) ､ 次 回

持参する こ と+ ｡

(参 6 / 9 < レ ポ - 卜II 発表お よび批評 > 水谷＋栗

J京＋山下｡

宿題Ⅴ ｢ チ ャ レ ン ジ(参配付+ ｡

(勤 6 / 16 < 外国語学習法 > 山下 ｢ 喋れもしない ､

使 えもしない外国語を学ぶ意義+ の提案をうけて ､

栗原＋山下の 議論｡

宿題Ⅵ ｢ レ ポ
ー トlII 作成課 題① ｢ 美人 薄命+

② ｢ イ ッ キ飲み+ ③ ｢ 変' なた の 番 です+ を配付

し､ い ずれ かに つ い て調 べ て ､ 報告する こと+ ｡

⑲ 6 / 23 < レ ポ ー

トの 書き方 > 山 下 ｢ 5 W I H を

思 い 出そう+ の提案を受け て ､ 栗原＋山下の議論｡

⑪ 6 / 30 < レ ポ ー トⅠⅠⅠ発表および批評( 1) > 水谷＋

栗原＋山下｡ 特別解説ゲ ス ト､ 西野＋丹羽＋北山｡

⑲ 7 / 7 < レ ポ ー トⅠⅠⅠ発表お よび批評(2) > 水谷 ＋

栗原｡ 特別解説ゲ ス ト､ 西野＋丹羽＋北山｡

宿題Ⅶ ｢ チ ャ レ ン ジ(卦提出+ ｡

⑬ 7 / 1 4 < 読書法 > 山下 ｢ 速読 ･ 重読 の勧め+ の

提案をうけ て ､ 栗原十山下の議論 ｡

宿題Ⅷ ｢ 私は ､ こ の 本を読む こ と を勧めます+

( 読書感想文) ｡

⑲ 9 / 8 < 宿題ⅦⅠ( レ ポ ー ト Ⅳ) 提出､ お よび ､

レ ポ ー ト Ⅰ ･ ⅠⅠ ･ ⅠⅠⅠ返却 > 栗原 ｡

(2) 講義 の分析

(丑< 実習の経験 > 上記 の(1) に見られる ように ､ こ の

講義の 特色は ､ レ ポ
ー トを 4 回提出させ ､ ま た い く つ

か の 宿題を提出させ て い る ことにあります｡

(卦< レ ポ ー

ト返却 の意味> た だ提出させた だけ では

なく ､ そ の レ ポ
ー トの 内､ Ⅰ ･ ⅠⅠ ･ ⅠⅠⅠま で は､ 最終的

に は ､ 当人に返却 しま した｡ こ れは ､ ｢ わが恥を見ろ｡

お のれを知るは ､ 知 の 始まりな り+ と いう考え にもと

づきます｡ 後ろを振り返るこ とが ､ 前に進むためには ､

絶対に必要と考え るか らです ｡

私 の 専門講義で は ､ 期末試験後に ､ 答案を返却 し､

同時に ､ そ の解説を行います｡ い わば､ もう
一

度 ､ 当

該年の 講義を総 ざらえをする つ もり で ､ こ の答案返却

の際の授業を実施して います ｡ しか し､ こ れま で の経

験か ら言 っ て ､ 試験終了後の ､ こ の エ ク ス ト ラ の講義

に は ､ 学生は ､ あま り集まりません ｡ ま た集まる学生

諸君も､ 点数に しか興味があ りません ｡ 今回も ｢ 山下､

なぜ D をよ こ した ｡ 単位を よ こ せ+ ( 工9 5) の ような

表現は ､ 列挙不可 能なほ どにあります｡ 答案を返却を

するた めに ､ 教官が負わねばならな い 負担を考え ､ 学

生諸君 - の 教育効果から考えて も､ た だちに他の 教官
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に ､ こ の や り方を勧め る こ とは できません ｡

単位制度とい うもの があ る以上 ､ ｢ 法学学習法+ に

お い て も､ 採点も しない と い けません ｡ ちなみ に ､ 学

生諸君は ､ ひ たすらに こ の 単位が ､ したが っ て ､ 期末

の試験なるもの ( 私 の場合､ 存在 しません) が気にか

か ります｡ 私 たちは ､ そ の 判定基準の
一

貫性を維持す

るために ､ す べ て の 答案 ･ レ ポ ー トを､ ひとりの 教官

の 目 で 読み通す こ とに して います｡

③< レ ポ ー トの 相互批判 > 教室におい て レ ポ ー トを

作成 した後に ､ それを集め て ､ ウ ソ ト離れた席の 学生

に配付 し､ そ れを批判させま した ｡ こ れにより ､ 自分

た ちと同じ年代の 人が ､ どの ように考え るか ､ 自分と

異なる考えの ありうる ことをも含めて ､ 他人 の文章を､

チ ャ ン ト見ると い う機会を与えた い と考えま した ｡

学生諸君も､ 基本的には ､ 面白い試みとうけと っ て

くれた ようで した｡ しか し､ 中には ｢ や り方が陰険だ+

( 法9 5) と か ､ ｢ プ ラ イ バ シ ー

の 侵害+ ( 法9 5) ､ ｢ プ ラ

イ ベ
ー ト なもの を人にみせ るようなやり方で恥ずか し

い+ ( 法9 5 , 法9 2) ､ さらには ｢非常に良くない やり方+

( 法95) と い う批判 もあ りま した ｡ どうも ｢先生に読

まれる の ならい い の だが ､ 他 の 学生などには 嫌だ+

( 法95) と い う考え ､
一

種 の 甘えが あります｡ 公刊さ

れた もの は ､ 客観化された存在と して ､ 誰 に読まれ る

か分か らな い か ら､ 十分に配慮 して書く ､ 冷た い 他人

の視線を受け 止め ると いう厳 しさがな い ようです ｡

にもかかわ らず､ シ ラ ケ タ学生諸君に は､ ｢ な か な

か面白い こ とを して くれ る ｡ ま あ こ の 人数だか ら ､
ま

ともに読ん で もらえ るとは思 っ て い なか っ た が ､ こ の

ザ マ ですか+ ( 工9 4) とい う ､ 教官を馬鹿に した 一

知

半解の批評もありま した｡ 当初より ､ 提出された レ ポ
ー

トは､ 私た ちが チ ャ ソ ト見る (時間はかかるに して も)

と宣言 して い るに もか かわらずです ｡ 教師を信用 して

い ない 感想で す｡ 学生を長くや っ て い るに し て は､ 教

師た るもの ､ 学生が提出 した もの に 目を通さずに は い

られな い と い う性向をも つ 特殊な人種で あるとい うこ

とを知らない ようです ｡

他人 の レ ポ
ー トを読ん できた後に ､ ｢ 面白い と思わ

れるもの+ と か ､ ｢ つ ま らな い と思われるもの+ を学

生諸君に発表 して もらい た い と考えま した｡ しか し､

い ずれに つ い て も､ 自発的に手をあげる人はい ませ ん

で した｡ 指名 して 発表させ れば､ 結構発言 します ｡ 指

名されるま で待 つ と い う の で し ょうか ､ あ る い は ､ い

ずれは ､ 指名 してくれるだろうと いう甘えで し ょうか ｡

い か に ､ 現在 の学生たちが ､ 人前 で ものを言わないか ､

あ る い は ､ も の を言うことを訓練されて い な い こ と の

典型で した ｡ それは ､ みずから言う べ き内容の ある こ

とを ､ 内にもた ない とい う こともあるで し ょう｡ しか

し､ 今 回 の ように ､ 他人 の文章に つ い て すらそうで し

たか ら､ こ の 他人の 前で発言する力がな い と いう問題

は ､ も っ と根 の深 い 問題か も知れませ ん ｡

④< 対話型講義 > 本稿で は ､ 詳しく報告する ことは

できませんが ､ 上記 の(1) に見られるように ､ レ ポ
ー ト

作成 の 合間に は講義もや りま した ｡ そ の や り方も､ ひ

とり の教師が90 分喋るという通例の形で はなく ､ ひと

りが ､ 大体15 分前後､ 問題提起的に喋り ､ 後 は ､ 自由

にそ れに つ い て語 る､ で き るだけ批判す ると い う対話

型の講義です｡ おもに山下が ､ 問題提起をし､ 水谷が ､

そ の提案を異化 します｡ ｢ こ の講義はまん ざい ですか+

( 人文95) ｢ か けあい 漫才+ ( 工95) ｢ マ ソ ザ イ師 の 約 2

名+ ( 工95) ｢ 漫才 - ち っ と笑 い が少な い が+ ( 教育95)

とい う感想が ､ 生 じて くる所以です｡

学生 の前 で ､ い ろ い ろ の ､ と りわけ対立 した考えが

ありうる こ とを ､ 意図的に ､ 私 た ち教官が実演 して み

せ ると いう意味もあります｡ その とおりに ｢ 山下先生

は ､ わ ざとみん なに批判される ように話 し て い るよう

な気がする+ ( 法95) と 正解 し て い る学生もい ます｡

こ の た め に
､
｢ 水谷先生 と山下 先生 は仲が悪い の です

か+ ( 教育94 , 法9 5) と い う感想をも呼び起 こ します｡

こ の ような ､ ある種 の ｢ 思考 の 軽さ+ は ､ 常 に反対側

の 立場にた っ て ､ もの ごとを考え ､ 自己 の 立論 の成功

率を考量 しなければならな い法学や政治学におい て は ､

常 に第
一

歩 と して 要求される と こ ろ です ｡

こ の ことにより､ 学生は ､ い ずれか
一

方 の側に身を

おきながら､ ある い は､ 傍観者として ( ｢ 冷静に話し

て ほ しい+ ( 法95)) ､ そ れ ぞ れ の思 い を抱きなが ら､

思考上 では ､ 講義に参加する こ とが 可能となります｡

中に は､ ｢ 発言 した い+ と考え る学生もで てく る で しょ

う｡ 毎回書か せ て い る感想文中には ､ そう いう感想も

ありま したが ､ 残念なが ら実際に発言 した学生は ､ い

ません で した ｡
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⑤< 特別講師参加 > とくに上記④の 意図から､ 第11

回 ･ 1 2 回 目 に は､ い つ も の 3 人 の 教官以外に ､ 元裁判

官 ･

民事訴訟法担当の 西野喜 一

教授 ､ 民法担当の 北山

修悟助教授 ､ 刑法担当の 丹羽 一 夫助教授に参加 して も

らい ､ 学生諸君の レ ポ
ー トに つ い て ､ 解説 し､ 批判 し

て もらいま した ｡ こ の 時には ､ い つ もの メ ソ バ ー は ､

脇役に 回り ､ い つ もと違うメ ン バ ー に よ る発言を学生

諸君に聞い て もらいました ｡ これは ､ 見物の好きな学

生諸君には ､ 好評 の よう で した ｡

3 学生の聴講態度に つい て

① < 聴講票代わりの感想文 > 私たちの 講義で は ､ 毎

回 ､ 授業を終え る際に ､ 学生諸君に ､ 感想文を､ B 6

の 小さな紙切れに書い て提出して もらいます｡ こ れは ､

同時に出席票の 代わりにもなります ｡ 毎回 ､ 教官は ､

そ れを読ん で ､ 授業 の反省材料と し､ 質問や疑問が あ

れば､ できるだけ次回 の講義におい て 答えるように し

て います｡ こ れは ､ ひとり ｢法学学習法+ の みならず ､

法学部の 教養科目 ､ す なわち ､ ｢ 賢人会議+ も､ ｢ リ
ー

ガ ル ･ シ ス テ ム+ で も､ 同様 です｡

しか し､ 学生諸君に は ､ ｢ 出席票代わ り+ と い う部

分だけ が ､ 意識 され て い る よう です ｡ と にかく ､ ｢ 出

席 して い ます+ と い う ことを示すだ け の ため の ｢ 面白

か っ た+ ｢ つ まらなか っ た+ ｢ 何も感想 な し+ ､ さ らに

は ｢ 天気が よ い+ ｢ 時間を オ
ー バ ー

しな い ように+ ( 工

95) ｢ 眠 か っ た+ ( 工95) ｢ ヒ マ + ( 工95) ｢ ま あ まあだ っ

た+ ( 法93) ｢ 可+ ( 理9 4) な どと いう 1 行書きの 諸君

も､ たくさん居ます ｡ また ､ 同 じ意図か ら､ あらか じ

め用意 した票を､ 友人に提出してもらうとい う利 口な

や り方の 諸君も､ 少なくありません ｡

(勤< 聴講する学生の 意識 > 試みに ､ 次の レ ポ ー ト提

出状況を示す
一

覧表を見て い ただきた い ｡

法学学習法聴講票 ･ ⅠⅠI III Ⅳ レポ
ー

ト提出者 ･

採点対象者 一

覧 < 法学部以外>

学部 4 /1 4聴講 Ⅰ 4/ 28 (3) II 6/2 (7) ⅠⅠⅠ6 /1 6( 9) Ⅳ7 /1 4(1 3 ) 採点対象 採点者

年度 票提出 王 様は裸 小川の 犬 美人薄命 読書感想 に した老 聴講票著

人

文

苧

部

9 5 1 0 10 7 7 9 9 9 0 %

94 1 1 0 0 0 0 0 %

汁 l l ll 7 7 9 9 81 . 8 %

薮

育

辛

部

9 5 1 2 1 0 9 9 8 ll 9 1 . 7 %

94 8 5 4 5 3 6 7 5 %

9 3 1 1 0 0 0 0 0 %

計 2 1 1 6 1 3 1 4 l l 1 7 81 . 0 %

経

済

学

部

95 1 1 1 1 1 1 1 0 0 %

94 5 1 0 0 0 0 0 %

9 3 2 0 0 0 0 0 0 %

計 8 2 1 1 1 1 1 2 . 5 %

理

学

那

9 5 4 3 3 4 3 4 1 0 0 %

9 4 9 7 3 3 4 5 5 5 . 6 %

9 3 1 1 1 1 1 1 l oo 拓

9 2 1 1 0 0 0 0 0 %

計 1 5 1 2 7 8 8 1 0 6 6 . 7 %

工

辛

部

9 5 4 7 4 5 39 4 2 4 0 4 5 9 5 . 7 %

9 4 7 6 3 5 5 6 85 . 7 %

93 1 7 l l 8 l l 8 1 0 58 . 8 %

計 7 1 6 2 50 5 8 5 3 61 85 . 9 %

農

学

部

9 5 6 6 5 6 5 6 1 0 0 %

9 4 5 1 0 1 2 1 2 0 %

計 l l 7 5 7 7 7 63 . 6 %

上

記

の

全

学

部

9 5 8 0 7 5 64 6 9 6 6 7 6 9 5 %

9 4 3 5 2 1 1 0 1 4 1 4 1 8 5 1 . 4 %

9 3 2 1 1 3 9 1 2 9 l l 5 2 . 9 %

9 2 1 1 0 0 0 0 0 %

計
1 3 7 1 1 0 83 9 5 8 9 1 0 5

1 0 0 % 8 0 . 3 % 6 0 . 6 % 69 . 3 % 6 5 % 7 6 . 6 %

法学学習法聴講票 ･ Ⅰ ⅠⅠⅠⅠⅠⅣ レポ
ー

ト提出者

採点対象者 一 覧< 法学部 >

学部 4/1 4 聴講 Ⅰ4 /28 (3) II 6/ 2(7) III 6/1 6 (9) Ⅳ 7/1 4 (1 3) 採点対象 採点者

年度 票提出 王様は裸 小川の 犬 美人薄命 読書感想 に した 者 聴講票者

汰

学

讃;

9 5 23 8 2 1 6 2 0 2 2 1 0 21 4 2 2 4 9 4 . 1 %

9 4 8 3 2 2 2 2 25 %

9 3 4 0 0 0 0 0 0 %

9 2 4 1 1 1 1 1 25 %

計
25 4 2 2 0 2 0 5 Z1 3 2 17 2 2 7

1 0 0 % 8 6 . 6 % 8 0 . 7 % 8 3 . 9 % 8 5 . 4 % 89 . 4 %

全

学

部

9 5 31 8 2 91 2 6 6 27 9 2 8 0 3 0 0 9 4 . 3 %

9 4 43 2 4 1 2 1 6 1 6 2 0 4 6 . 5 %

9 3 25 1 3 9 1 2 9 l l 4 4 %

9 2 5 2 1 1 1 1 2 0 %

計
3 91 3 3 0 2 8 8 30 8 3 06 3 3 2

1 0 0 % 8 4 . 4 % 7 3 . 7 % 7 8 . 8 % 7 8 . 3 % 84 . 9 %

採点 対象者は ､ 合格者で は ない ｡ 合格者は ､ 3 10 名 (7 9 .3 % ) 0

レ ポート提出者 最大8 0 . 3 % 最小6 0 . 0 %

0 % ( すなわち､ 聴講票の み 提 出 し ､
一

切出席せ ず) が ､

人文学部94 年 ( 1 名) ､ 教育学部93 年 ( 1 名) ､ 経済学部9 4 年 ( 5 名) ､

9 3 年 ( 2 名) ､ 理学部9 2 年 ( 1 名) ､ 法学部9 3 年 ( 4 名)
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こ の 数値か ら ､ 学生諸君の 中には ､ ｢ 単位を と るだ

けの た め の 教養授業+ とい う考え方が ､ かなり強い よ

うに思われます｡ とくに各学部の 上級生に ､ そう い う

傾向が あります｡ こ の こ とは､ 全学部を共通 して縛り

つ け て い る ｢ 教養科目3 0 単位+ とい う枠を再考する べ

き必要を示唆して い る の かも知れません ｡ 学生自身が ､

証言 してくれて い ます｡ ｢ 他 の学部の 人が単位取得の

ために とりにきて い る人が い る+ ( 法9 5) ｡

こ の ような学生諸君 こそが ､ 時 々 出席 して き て ､ 勝

手な こ とを言い ます｡ 多い の が ､ ｢ 変わ っ た講義だ+

とい う感想で す｡ 当た り前の こ と で す｡ ｢ 教師が ､ 自

分 の価値観や 独断を押 し出す+ と い う感想が多い と い

う ことは ､ 逆 にかれらは ､ 大学 で も､ 教官 の独創的な

意見を求めて い な い と い う こと で し ょう｡ そ れがなく

て ､ 何が大学の 講義と言え る の で し ょうか ｡ 学生諸君

は ､ 高校まで の ｢ 御託宣+ 型 の講義に慣れて い るた め

に ､ 何 はともあれ､ ｢ 正 しい ことを聞きたい+ ｢ 記憶 し

た い+ と考える ようです ｡

か く して ｢ 大学生括で 自分に増や し て ゆくもの は知

識の ス ト ッ クな の で は ない だろうか+ ( 法95) となり

ます ｡ そ の た め ､ 授業を終えた後に ､ ｢ 面白か っ た が ､

一 体､ こ の授業を通 じて ､ 何を覚えた の か分からない+

( 法95) と い う疑問を書くこ とにな ります｡ か れ らは ､

｢ 覚 えた い+ の で あり ､ ｢ 考 えた い+ と か ､ ｢ 問題意識

をもちた い+ と は ､ 毛頭思わない の です｡ した が っ て ､

こ の ような観点からする限り､ 私 たちの 学習法は ､ か

れ らにと っ て ｢ 慶' ま りた め にな らなか っ た+ ( 工9 5)

と な ります｡

(参< 実践されない 知識 > 例えば ､ 授業 へ の学生諸君

の 出席の仕方が､ 一 定 で はありません ｡ 月 に 1 回 とか ｡

こ れ は ､ 最悪 で す ｡ ｢ せ め て 大学の 講義には連続 して

3
,
4 回 出席せ よ｡ 大体 ､ こ の程度の まとまりが ある

もの だか ら+ ｡ も ちろん ､ こ う い う こ とも､ こ の ｢ 法

学学習法+ で ､ 講義 した こ と です ｡ ｢ 鉛筆 で 書くな ｡

誰 が公式書額を鉛筆で書くか+ ｢ 消 し て は い け な い ｡

読 め るように消せ ｡ そ うしな い と ､ ま た 同じ間違い に

陥る｡ 間違うこ とに も意味があるの だ+ ｡ こ う い う こ

とが ､ 耳 には入 る の で し ょうが ､ ま っ たく身に入 りま

せん ｡ そう聞い て い ながら､ 次 の レ ポ
ー トを､ 相変わ

らず､ 平然と鉛筆で書きます｡

しか も､ ｢ ノ
ー ト を どう使おうと生徒の 勝手｡ 趣味

の 問題 ｡ 基本的に は ノ
ー トは とらな い ｡ だ か らすぐわ

すれる+ ( 工9 5) とま で 書き つ け､ ｢ そ ん な ことま で指

導されたくない からだ+ ( 法95) ｢ どう こうせ んさく さ

れるゆ われは ありません+ ( 法95) と開き直ります ｡

つ まり ､ 知識を実践 しようとは ､ ま っ たく思わない の

です｡ ｢ 知行合
一

+ は ､ 陽明学的にすぎ､ ｢ 知 は力で あ

る+ は ､ 近代 の思 い 上が りな の で し ょ う｡ こ れらは ､

い ずれも､ ポ ス ト ･ モ ダ ー ソ の こ の時代に あ っ て は ､

も はや廃れ果て た の で しょう ｡

4 レポ ー ト分析Ⅰ

① < 課題 > 第 1 回 目 の レ ポ ー ト の 課題 は ､ ｢ 寓話

『王様は裸だ』 の つ づきを作れ+ と いうもの で した ｡

こ れ は ､ も ちろん ､ 学生諸君の 構想力を訓練するため

の もの です ｡ こ れに対 し て ､ 学生諸君に は ､ ｢ こ う い

う下らない 事を書く+ ( 工9 5) こ と へ の 非難とか ､ ｢ は

だ か の 王様 の話 の 続きを書かせ る ことに どん な意味が

あるの で し ょうか+ ( 工9 5) と い う感想が ありま した ｡

そ の 結果は ､ こ ん な課題なら ｢早く出てきて損をした+

(法9 5) となります ｡ もちろん ､ あらゆ るもの の 基礎

と して の構想力の養成を 目的と し て います ｡

なお ､ 驚い た こ と で すが ､ こ の ｢ 裸 の 王様
ー
+ の話を

｢ 変' ま り知 らな い とい う人は ､ 自分以外にも結構い る

と思う+ ( 工95) と学生自身が予測する通りに ､ ｢ 麦,漢

りよく知らなか っ た+ ( 法95) と い う諸君が結構 い ま

す ｡ どう したらよ い の で しょうか ｡

< 学生配付資料 >

｢ 教養もあり ､ もの ごと の 真実を知る人や ､ 心 の

ま っ す ぐな､ 正直な人､ あるい は､ 王様に従順な ､

反抗心をもた ない 人に しか 見え ない ､ こ の世 で
一

番美 しい 着物を身に つ け て ､ 王様は､ 得意満面で ､

街 に出ま した ｡ た く さん の 大人た ちが ､ 世界
一

の

着物に感心 して 眺め ､ 褒 め讃えま した ｡ そ こ に ､

公園で遊ん で い た ､ ひ と り の 子どもが ､ 何だ ろう

と ､ や っ てきま した ｡ そ して ､ 大きな声で言 いま

した ｡ 『ア -

､ 王 様は裸だ』 と｡ そ こ で ､ み ん な

は ､ -
ッ と気が つ い て ､ ア ッ - ッ - と 大きな声で
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笑いま した ｡

さ て ､ こ の後 ､ 王様は ､ 子 どもは ､ あ るい は ､

み ん なは ､ どうな っ た で し ょうか ｡ そ の 後に つ い

て ､ こ の 話を つ づ け て下さ い ｡ +

② < 私の 作品 > す で に ､ 述 べ ま した ように､ こ の よう

な実践記録と して み なさんに紹介をするなどと い う事

態になるとは毛頭予想 して い ません で した の で ､ 何ら

の控えもとらずに ､ レ ポ
ー トⅠ ･ ⅠⅠ ･ ⅠⅠⅠは ､ 学生諸君

に返却い た しま した ｡ そ の ため ､ こ こ に ､ 学生諸君の

作品例を､ お見せする ことが できません ｡ 学生諸君か ら

の要望で紹介 した私の作 っ たものを掲載 して おきます ｡

もちろん ､ これは ､ 決 して ｢模範解答+ で はありません ｡

< 山下 の 作品 >

｢ なお王様が ､ 世界 で 一

番美 しい着物を着て い る

と信 じる､ ある い は ､ 信 じるふ りを した民衆 ､ と

りわけ ､ 王様 の親衛隊貞が ､ そ の子 どもを ､ 殴 り

殺 しま した ｡ +

こ れは ､ 明らかに ､ ｢ イ デ オ ロ ギ
ー

批判者 ･ 真実暴

露者の ､ 極 め て ありうる､ 通常の 末路+ を示 して いま

す｡ 作品は ､ 作者 の個性の なせる ワ ザ ですから｡

こ の課題に つ い て ､ 法学部有志教官にも､ い く つ か

作 っ て もらい ま した ｡ そ の 内から､ 西野喜 一

教授作成

の ｢ 傑作+ をひと つ紹介 して おきます｡ 無礼 ですが ､

私が ､ 適 宜加筆補正
･ 尾鰭を付け加えさせ て い た だき

ま した ｡ 表題を つ ければ ､ ｢ 統治に つ い て ､ あ る い は ､

統治者の 心得に つ い て+ と なりま し ょ う｡

< 西野喜 一

教授 の作品>

｢ 子 どもの 声を聞い た王様と親衛隊員は ､ そ の ま

ま行きすぎ､ また ､ 民衆も ､ そ のまま何くわぬ顔

をして ､ そ の まま行列の 行き過ぎるのを待ちま し

た ｡ そ の子 どもは ､ 誰も自分の い う こ とを聞い て

くれな い の で ､ そ のまま仲間の と こ ろに で かけ ､

遊 びに夢中で ､ もうす ぐに王様の こ となど忘れて

しまい ま した ｡

お城に帰 っ て ､ 王様は ､ 深夜､ こ の世界で 一

番

美 しい 着物を作 っ た仕立 て職人を､ 密 かに呼び寄

せ ､ か れの 着物が素晴ら しか っ た こ とを褒め てや

りま した ｡ そ の 上 で ､ か れ に ､ 大金を与え ､ 二 度

と ､ こ の 国に戻 っ て こ な い ように言い 含め て ､ お

城から出して や りま した｡ そ の後 ､ そ の 職人が ､

無事に国塙を越えた の か どうか ､
一

体 ､ どうな っ

た の か ､ 誰も知 りませ ん｡

翌 日､ 王様は ､ お城 の学者を呼び寄せ て ､ 世界

で
一

番美 しい 着物をきた王様の話を､ とくに ､ そ

の 着物が ､
一

度用 い るだけ で ､ こ の 世界か ら失わ

れる と いう特色をも っ た素晴らしい もの で あ っ た

ことを記録させま した ｡ 民衆は ､ 密かに ､ わ が家

の 炉端で ､ お祖父 さん から､ 孫 へ と ､ 世界 で
一

番

美 しい 着物を着た王様の話を伝えま したが ､ や が

て ことばは失われ､ 記録が残りま した ｡+

5 レポ ー ト分析ⅠⅠ

① < 課題 > 第2 回 目 の レ ポ ー トに つ い て ､ 次の 資料

を学生に配付 しま した ｡

< 学生配付資料 >

上 司に対する報告書

新入社員研修 ･ 企 画力養成講座

日時 1 99 5 年 6 月 2 日 午前 8 時55 分 - 9 時5 5 分

実施場所 新潟大学教養校舎

講師 山下威士 ･ 水谷 暢
･

栗原真佐子

本日 の企画 力養成の ため の テ
ー

マ は ､ 次 の お話

の つ づきを作り ､ そ の話が ､ 貴社にと っ て ､ す な

わち､ 貴社の 今後の営業､ 例 えば､ 営業活動の 方

向づけや ､ 商品開発などに つ い て ､ どの ような意

義をも つ か ､ 考 え て い ただきます｡

* 考 える時の ポイ ン ト 思考の順序を逆に して ､

貴社 の 営業や企 画などに対 して ､ 示唆的になるよ

うに ､ 話の つ づきを作るよう努力 して下さ い ｡
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｢ お腹 のす い た犬が ､ 肉屋さん の 隙をみ て ､ 肉

を 一

片盗み だしま した ｡ それをくわえ て ､ ね ぐら

に帰る途中､ 小 さな橋の 上に通りかか りま した ｡

ふ と下を見ますと､ や せ衰え て ､ 肋骨も浮きだす

ような犬が ､ 美味しそ うな肉をくわえ て い る で は

ありません か ｡ 『あい つ は ､ 見 るか らに弱そうだ

から､ 脅 か して ､ あの 肉を奪 っ て や れ』 と ､ 犬 は ､

思 い 切り大きな声で ､ ワ ン と吠えま した ｡ そ の 瞬

間､ 肉 は ､ 小川の 中に落ちて しまいま した ｡ +

安 田陸上火災 K K

企 画開発研究課長 小島ヤ ス ヒ ロ 殿

1 9 95 年 6 月 3 日

安 田陸上 火災K K

企画開発研究課員 山下 タ ケ シ

新入社員研修会報告書および新商品企 画書

(参< 意図 > これは ､ 第 1 回 目に比 べ て ､ い まひと つ ひ

ね っ て あります ｡ すなわち､ (丑｢ 寓話 『小川の犬』 の

つ づ きを作る+ と い う ､ 前回す で に提出された パ タ
ー

ン に ､ (診いずれか の会社 ･ 公務員などの新入社員とい

う役割設定を要求 して い ます｡ すなわち､ ロ
ー

ル プ レ

イ的要素を組み入れて みました ｡ 当然､ そ の ふ た つ を

ま琵望藍子語誓l
くりした+ ( 法95) ｡ ｢ 裸 の 王様+ と 同様 で すが ､ もう

ビ ッ ク リサる しかありませ ん ｡ も ちろん ､ そう い う学

生諸君が多い ことに ｢ び っ く り した人+ も､ こ れまた

多くあ り､ 少 し救われま した ｡

ま た下書き用紙を別に与えま した ｡ と いう の も､ 答

案 の 裏は ､ 別 の 用途に使う予定が あ っ た か ら です ｡ す

なわち､ 終了後 ､ 他 の学生の レ ポ
ー トと交換させる の

は ､ 前回と同じで すが ､ 今度は ､ 交換 した老が ､ そ こ

に指定 された 上司の 立場にな っ て ､ そ の 報告書に つ い

て の評価を ､ 裏面に書い て もらいま した ｡

こ こ で も､ 私 の 報告書を､ ひと つ の 例と して あげて

おきます｡
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( 1)私 は ､ 1 9 9 5 年 6 月 2 日午前 8 時5 5 分 より ､ 添

付別紙の ごとき新入社員研修会 ･ 企 画力養成講座

に出席させ て い ただきま した ｡ 同講座におい ては ､

別紙 の ご とき要領で ､ ｢ 小川 の 犬+ の つ づきを作

り ､ か つ ､ そ の話が ､ わが社にと っ て どの ような

意義をも つ かを示せとい うもの で した ｡ 以下､ 私

の 考えを述 べ ､ 報告と い た します｡

(2) ｢ 小川の 犬+ の つ づきに つ い て

犬は ､ そ こ で ､ ま た肉屋さんに もどり ､ 新 しい

肉をね らい ま した ｡ こ ん どもウ マ ウ マ と ､ 犬は ､

肉屋さん か ら､
一

切 れ の 肉を盗む こ とが できま し

た｡ それをくわえて ､ かれは､ ま た同じ小川にや っ

て きま した ｡ そ こ で ､ どうかなと､ ソ ッ と覗くと､

い る で はありませ んか ｡ 変) い つ が ｡ しか し､ こ ん

どは ､ か れも考えま した ｡ あい つ は ､ や せ細 っ て

い るわりには ､ 強 い 奴だ ｡ さ っ き､ お れが折角盗

ん できた肉をと っ たぐらい だから｡ そうだ､ 今度

は ､ 後 ろから不意を つ い て脅か してや ればよい ､

と｡ そ こ で ､ 犬 は ､ そ の場 で 後ろ向きにな り､ 橋

の中央に 向か っ て ､ ワ ン と､ 思い 切り吠えま した ｡

そう して ､ 覗 い て みますと ､ 大成功です ｡ た しか

にあい つ は ､ 肉をくわえ て いません ｡ ど こ か に落

と した ようです｡ そ こ で ､ そ こらあた りを見回 し

てみますと ､ た しかにありま した ｡ 美味しそうな

肉が ､ 橋 の 真ん 中に落ちて いま した ｡

かれは､ あ い つ の ､ そ の 肉をくわえ て ､ 意気揚 々

と､ ね ぐ らに帰りま した ｡ そ こ で ､ あ い つ が ､ こ

ん なに美味しい 肉を食べ られなか っ た こ とを思う

と ､ かれは ､ 本当に 二 倍も美味 しく ､ こ の 肉を味

わ い ま した ｡



(3)新 企画商品 ｢ S c h a d e n f r e u d e 保険+ に つ い て

こ の ような話にもとづ い て ､ 私 は ､ ｢S c h a d e n f
-

r e u d e 保険+ とい う商品を企画い た しま した ｡ 従

来 の保険は ､ す べ て わが身に起こ る災難 ･ 不幸を

補償 しようとするもの で した ｡ しか し､ 私 の 不幸

の ､ 最大 ではな い に し ても､ そ の 大きなひ と つ は ､

｢ 隣 の 家に蔵が立 つ+ こ と です｡ した が い ま して ､

上記 の犬に と っ て ､ そ の ｢奪い と っ た 肉+ が ､ さ

ぞか し美味であ っ たに違い な い こ とか ら ､ あ る特

定の他人の 幸運 ･ 成功により､ わが身に降りかか っ

て くる ､ わが不幸
･

災難を補償する保険を考えま

した ｡ 例 えば､ そ の 他人の成功を見て ､ つ い つ い

過 ごすヤ ケ酒の 出費や妻と慰めあうた め の 花代な

どを補償す る保険を企画 して は ､ どうかと考えま

す ｡ もちろん ､ そ の 相手方の ｢ 他人+ を特定 して

おく こ とや ､ ど の程度の ｢ 他人 の 蔵+ を補償する

か等､ なお検討 しなければならな い こ とは ､ 多 い

と思い ますが ､ 宜 しく御検討い ただければ幸い で

す ｡ 以上

6 レポ ー

ト分析ⅠⅠⅠ

(彰< 課題 > 第 3 回 目 の レ ポ ー

ト の課題は､ こ れ ま で

と異な り､ 3 題 から選択 して もらいま した ｡ しかも､

それを､ 前 2 回 の ように ､ そ の 場 で ､ 教室 で書くの で

はなく ､ 2 週間の 猶予を与え て ､ 資料を調 べ て ､ そ の

上 で書 い て来るとい うもの です｡

< 学生 - の 配付資料 >

* A 4 版横書き原稿用紙 (例えば ､ 生協A 44 0 0 Y ､

チ
-

エ ス N o . 4 1- 2 0 5) を 使用｡ 枚数制限は な し｡

使用言語､ 日本語､ 英語また は ドイ ツ語｡ 冒頭に ､

自分 の 所属 ･ 学年 ･ 学籍番号 ･ 氏名を忘れない よ

うに ｡

1 < 美人薄命 >

タイ ビ ス 卜 の O L ･

栗 原 マ サ コ は ､ 憂欝だ っ た ｡

目 の前 の デ ス クに座 る上 司 ･ 山下 タ ケ シは ､ 毎 日

ピ ー ス 缶 2 箱を空ける¢まど の ヘ ビ
ー

ス モ
ー カ ー

で
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あ る ｡ か つ て思 い あま っ て ､ ｢ 私 は ､ 給麗な空気

の 中で しか生きられない の です ｡ 美人薄命とい う

で しょう｡ お願 い ですから､ 美 しい 私 の ために ､

煙草を少し減らして 下さい+ と額んだことがある ｡

しか し､ 上 司 の 山下は ､ ｢ 煙草を.吸わな い と ､ 自

分は ､ 仕事が で きな い ｡ ま た ､ 自分は ､ わ が社 ､

す なわち､ セ ー

ラ ム 煙草輸入会社の製品の優秀さ

を ､ わが身をも っ て宣伝す るた めにも吸 っ て い る

の だ ｡ 家庭を見捨て て ､ 会社 の ために粉骨砕身 し

て い る自分で あるか ら､ きみと会社で は ､ 会社を

選ぶ ことば ､ 言うまで もない+ とうそぶき ､ さら

さ ら辞める風もなく ､ 今ま で以上に紫煙をもうも

うと立ち上 がらせた ｡ や が て月日がたち ､ マ サ コ

は､ 肺ガ ソ にな っ た (上司の 山下が､ 肺ガ ン にな っ

た か どうか は ､ 定か で ない) ｡

そ こ で問題｡ マ サ コ は ､ こ の肺ガ ン を理 由と し

て 何らか の要求をな しう るか ｡ 例 え ば､ ｢ 職務上

の疾病+ ( 労災) と し て ､ 会社 ､ あ る い は ､ 上司 ･

山下に対し て ､ そ の 賠償を請求 しうるか ｡ ま た ､

あ の憎 い 上司 ･ 山下を ､ 何 らか の罪に陥れ られ る

か ｡ 例 えば､ 傷害罪そ の他 で告訴 しうるか ｡

2 < イ ッ キ飲み >

新潟大学の ､ あ る音楽ク ラ ブ の新入部員歓迎会

の席上 で ､ 元気の よい新入生が ｢ イ ッ キ+ 飲みを行

い ､ 急性 ア ル コ
ー ル 中毒となり､ 死亡するにいた っ た｡

こ の場合 ､ ｢ イ ッ キ+ 飲みをさせ た人 の 責任は

どうなるか ｡ ま た ､ 周 り で ｢ イ ッ キ ､ イ ッ キ+ と

畔 した て た人た ちの 責任は ､ どうなるか ｡ そ の ク

ラ ブ の 責任者で ある水谷 トオ ル 教官の 責任は ､ ど

う なるか ｡ 水谷教官が ､ そ の席 には出席 して い な

か っ た場合､ ど うなるか ｡ 水 谷教官が ､ そ の 席に

出席 して い た場合 ､ どうなるか ｡ さらには ､ 酒 に

弱い 水谷教官が ､ そ の 席に出席 して い た が ､ 先 に

酔 っ ぱら っ て ､ ｢ イ ッ キ+ 飲み が始まる前に寝て

しま っ て い た場合どうなるか ｡ さらに ､ 新潟大学 ､

したが っ て ､ 日本国の 責任は ､ どうなるか ｡

3 < あなた の 番 です >

ある通りに面 した家が ､ 3 65 軒ある｡ そ の 数軒



の 人た ちが ､ 相談 して ､ 通 りの 掃除をするこ とに

決めた ｡ かれらは ､ 勝手に ､ 3 6 5 軒全員に ､ 毎 日

1 日ず つ 割り当てた表を作り ､ それにもとづい て ､

毎 日 1 軒ず つ が ､ 通 り全体の 清掃をは じめた ｡ 毎

日 ､ 通 りは ､ 隅 々 ま で給麗に され ､ あ なた の 家の

前も､ もちろん ､ 椅麗にな っ て い た ｡

や が て ､ 18 2 日 の 日数が すぎて ､ そ の 発起人の

中に入 っ て い なか っ た ( ある い は ､ 通りが汚くと

も､ 何とも痛痔を感 じな いか もしれな い) あ な た

が ､ 通 りを掃除する順番の18 3 日 目 がや っ てきた ｡

さ て ､ あなたは ､ こ の 通りを清掃 しな ければなら

ない だ ろうか ｡

② < 分析> 題目 の(丑 ｢ 美人薄命+ は ､ もちろん ､ 嫌

煙権や傷害罪 ･ 暴行罪にかかわります｡ 題 目の(参 ｢ イ ッ

キ飲み+ は ､ 言うまで もなく未成年飲酒禁止法の 問題

で あり､ さらには野次馬の 責任 (共謀共同正犯か ､ 教

唆犯か) にか かわります｡ い ずれも参考書は ､ 図書館

や法学部資料室にゆ 桝ま､ 山 ほ どにもあります｡

題目 の③ ｢ あなた の 番 です+ は ､ 上記 の ふた つ が実

定法上 の 問題で ある の に対 して ､ より法哲学的､ ある

い は ､ 法社会学的な基礎理論にかかわる問題で す｡ こ

の 例題自体は ､ 法的拘束力や規範意識の発生の 問題に

かかわり ､ ロ ー ル ズ に対 して ドゥオ
ー キ ン が問題提起

した もの で す (嶋津格訳 『ア ナ ー キ ー
･ 国家 ･ ユ

ー

ト

ピ ア ( 上)』 木鐸社) ｡ い く ら調 べ て 書け と言 っ て も､

ま っ たく調 べ ない 学生諸君が い るもの です｡ そ こ で ､

甘い 教師の 配慮と して ､ 思考 の 訓練と して ､ 哲学や社

会学の知識をもとに考え る こ と の で きる ､ よ り基礎的

な問題も出してみま した ｡

案の定 ､ こ の 題目③の 解答者には ､ た しかに調 べ た

フ シ はま っ たくありません で ､ ただ感覚的な反応だけ

で した ｡ ｢ 自分は したくない+ ｢ や るわ桝まない で は な

い か+ と い う､ 自分 の感情のみ を絶対の基準と した判

断か ら､ ｢ 好きに したらよ い だ ろう+ と いう ､ われ開

せず型を経て ､ ｢ み んなが や る の だか ら､ や る べ きか

ち+ ｢ や っ た方が ､ 近所付き合い が ス ム
ー ズ に ゆ く+

と い う､ ワ ケ知り の処世術
･

常識論ま で ｡ そ の ような

感情を､ 処世術 ･ 常識論を､ 共同体の 中の
一

員と して ､

い ま 一

歩踏み込ん で掘り下げる姿勢が ､ そ の 力業チ カ

ラ ワ ザを行 っ て み ようという構えがありません ｡ 土台､

そ の 間題の も っ て い る意義すら理解 しようと した諸君

は ､ ほ とん どい ません ｡ 問題 の問題た る所以を理解す

る ことが ､ 解答の 第
一

歩 な の です｡

7 レポ ー

ト分析Ⅳ

① < 課題 > 第4 回 目 の レ ポ ー ト の課題は ､ ｢ ①夏休

み 中に ､ 本を読む こと｡ (多読んだら､ そ の 本を､ 友人

でも ､ ア カの 他人で も誰で もよい が ､ 他人に勧める文

章を書く こ と+ と い うもの で す｡ こ れは ､ 今年 の学習

法の 総仕上げと し て ､ ｢ 他人に ､ 何 ごとか知らせ るた

め に書く文章+ を書けというもの です｡

私 の レ ポ
ー ト 作成 の 基本テ

ー

ゼ は ､ ｢ 美 し い文章､

例えば ､ 詩 は ､ 恋 をすれば､ と りわけ ､ 失恋すれば､

誰に で も書ける｡ しか し､ 正確な文章は ､ 訓練によ っ

て しか書けない+ と い うもの です ｡ そ の趣旨の 仕上 げ

と し て ､ 正確な文章に ､ しか もある種の勧誘的な要素

をも つ 文章を書くこ とを要求 したわけ です｡

② < 分析> 毎年､ 私 は ､ 夏休み の 前に ､ ｢ 読書 の 夏+

と い う副題をも つ ｢ 読書法+ の講義をします｡ もちろ

ん ､ 秋 に立ち至れば､ ｢ 読書 の 秋+ を語 ります｡ 正確

な文章を書くに して も､ 独創的な思考をするに して も､

す べ て は ､ 良い 本を､ よ りたくさん読むこ とに底礎づ

け られ るか ら です ｡ そ の意味で ､ 学生諸君が提出して

くれ る レ ポ ー トが
､ どん な本に つ い て の もの か ､ 毎年 ､

ワ ク ワ クするほ どに楽 しみ に して います ｡

しか し､ 正 直に言 っ て ､ こ こ数年の学生諸君の提出

して くれ る本に つ い て ､ 私 は ､ 当惑を隠せませ ん ｡ 麦,

ま りに ｢ 本+ の イ メ
ー ジ が違 い すぎる の です｡ 私 は ､

自分 で もか なりの 読書家､ 正確に は ､ かなりの蔵書家

で あろうと思 っ て おります｡ しか し､ そ の 私が ､ 学生

諸君の提出 してくる本に つ い て ､ ほ とん ど読んだ こと

も､ 手 にと っ た こ ともありません ｡
一

世代以上 にわた

る ズ レ は ､ 如何ともしがた い ようです｡

まず ､ ① ｢ 本+ に対する意識が違い ます ｡ 次に ､

②それ を他人に伝え る ｢ 姿勢+ に つ い て の 意識が違い

ます｡ 前者は ､ 選択された本の 内容の違い です｡ 後者

は ､ そうい う本を他人に語ろうとする視線の 違い です｡
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提出された本の 内容は ､ そ れ こそ 『三四郎』 ､
『変

身』( も っ とも､ あま りに多すぎますか ら､ ど こ か で

テ キ ス トに使 っ た の かも知れません) などの学生定番

から､ ソ ク ラ テ ス ､ 『近思録』 ､ 『智恵子抄』 ､ 『落窪

物語』､ ある い は ､ 圧倒的に多い 推理 小説 ､ 例 えば ､

2 0 名以上が報告す る 『ア ル ジ ャ
ー

ノ ン に花束を』『心

理捜査官』 な ど､ 種 々 多様にわた ります｡

こ の(丑に つ い て違 い が ある の は ､ 当然 の こと です｡

しか し､ そ れ で も､ そ こ に ､ 『創竜伝』『亀有公園前派

出所』 な どとい う マ ン ガ､ ある い は ､ 松本､ タ ケ シ な

ど の ､ い わゆ る タ レ ソ ト本も､ い まや 当た り前に登場

する ことに ､ 私 は ､ 疑問をもちます｡ もちろん ､ 数百

万部も売れるそうで すか ら､ こ こ にそ れらが登場 して

も何ら不思議はな い わけ で し ょう｡ そ れ に ､ い わゆ る

H o w t o もの ､ 例えば､ パ ソ コ ン 使用法 ､ ゴ ル フ教本､

マ
ー ジ ャ ン や競馬の必勝法 (法学学習 ｢法+ ですから､

酒落れた のか も知れませ ん) ｡ そ の 他､ プ ロ レ ス ､ 『料

理 の鉄人』 ､ 『女教師2 3 才』(法9 5) ､ 『ノ ス ト ラ ダム ス』

等 ｡ こ れらが ､ ｢ 本+ で ある こ とは ､ そ の外形上 ､ お

そ らく間違い な い と､ 私も認めますが ｡

しか し､ そ れ以上 に ､ 私 の ｢ 常識+ と ズ レ る の は ､

(参の点 です｡ す なわち､ こ の 夏休み に読ん で ､ 他人に ､

｢ こ うい う い い 本が あります+ と推薦するの に ､ マ ン

ガ や H o w t o もの を推薦する とい う意識の 持ち方の違

い です｡ 逆 に言えば､ そ れ を推薦する自分に対 して 向

けられるで あろう相手側の視線に つ い て の 関心 の ナ サ

です｡ こ うい う時に ､ ｢ 気取りが ない+ ｢恰好を つ けな

い+ ｢ 普段着です ごす+ と､ 学生諸君をもて はやす こ

とも可 能で しょう ｡ しか し､ あえ て誤解を恐れずにい

えば ( どうせ ､ 私 たちは ､ 常に誤解に取 り巻か れ て い

る の で すか ら) ､ 古典的な教養派の 私には ､ こ の よ う

な学生諸君の態度には ､ 大衆化され た大学におい て ､

せ め て の ｢ 精神的な貴族性+ をも失 っ た ､ 精神的な荒

廃を見るだけとい う思い が い た します ｡

基本は ､ 電車や バ ス の 中で ､ 女性 の裸を､ こ れみ よ

が しに満載 した マ ン ガ本や週刊誌を ､ あた り構わずに

読みふけうる精神を肯定するか ､ 否定するか の違 い で

しょう ｡ こ れらに つ い て ､ ｢ われ関せず+ と い うには ､

無免許営業の くせに ､ 私 に ､ あまりに教師根性があり

すぎる の で し ょう｡

なお毎年､ 上記 の 要件にもかか わらず､ 自分 の 紹介

する本の 表題を書か ない学生諸君がたくさん います｡

何 の ため に ､ こ の 文章を書い て い る の かと い う自覚に

欠け るため で し ょ う｡ ま たおそらく ､ ｢ どうせ読ま な

い だろう+ と教官をナメ て い るた め で し ょうが ､ 今年

も､ ま っ たく同じ文章が ､ 2 組 4 人 ( 人文95 ＋法9 5 ､

工9 3 ＋ 工9 3 - 『麻雀必勝法』) いま した ｡ もち ろん ､

｢ 共同制作+ で あると い う注記は ､
一

切ありません ｡

不思議なの は ､ オ ウ ム 関連の 本が ､ ま っ たく出てき

ません で した ｡ 8 月 とい う時点では ､ まだ早い の で し ょ

う｡

(参< 1 枚の レ ポ ー ト > 上記 の 内､ レ ポ
ー トIII ･ Ⅳ は､

宿題と しま した ｡ 上記 の レ ポ
ー ト提出

一

覧表にも現れ

て い る ように ､ 教室 で書かせ るよりも､ 宿題 の場合の

方が ､ 提出者が 多くなる傾向にあります ｡

また ､ 1 枚 の レ ポ
ー ト (4 0 0 字以下) が多くなりま

す｡ 文字通り の レ ポ
ー ト用紙 1 枚とか ､ 破 っ た ル

ー ズ

リ ー フ の ノ
ー

ト の 1 頁 です ｡ レ ポ
ー

トIII の 場合 ､ 30 8

枚中6 8 枚 ､ す なわち ､ 22 % が ､ レ ポ
ー ト Ⅳ の 場合 ､

3 0 6 枚中90 枚 ､ す なわち ､ 29 . 4 % が ､ 1 枚 の レ ポ
ー ト

で した ｡ と にかく ､ 何か 出せばよ い ､ 単位の た めだけ

に ､ こ の 授業を受けて い るとい う考えで し ょう｡

もちろん ､ こ とばを重ね れば､ 長ければよい とい う

だけ の もの で な い こ とば ､ 言うまで もありません ｡ し

か し､ そ れ に し て も､ あ る特定の 本を ､ 他人に知らせ

よう､ そ れも勧めようとい う意図をも っ た文章が要求

されて い る の です｡ 簡潔 ･ 明確をも っ て重要とする こ

とは ､ 言うま で もありません が ､ 内容を説明 し､ しか

もそ の 長所を他人に向け て語 る の に ､ 4 0 0 字 で足 りる

もの で し ょうか ｡ そ れ ほ どに的確に表現す る力を ､ 現

代の 学生諸君が も っ て い ると い う こ と で し ょうか ｡

こ う い う 1 杖もの を提出する こ とが ､ か え っ て マ イ

ナ ス 点になるの で はない か と､ 考えな い の で し ょうか ｡

た しか に ､ 今回 は ､ マ イ ナ ス 点は ､ 一

切 つ けませ ん で

した が｡ とに かく ､ レ ポ
ー トを書く際の基本となる べ

き､ ｢ 他人に読ませ る+ と い う構えそ の も の が ､ さら

に はもの に よ っ て は ､ ｢ 調 べ て書く+ ( ｢ 調査なきと こ

ろに発言権な し+ と いうの は ､ 懐か しい テ ー

ゼ ですが)

とい う姿勢が ､ 基本的に 欠け て い ます ｡
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8 全体の感想と ､ 私たち法学部の対応

< 学生の幼稚化 > レ ポ
ー トと毎回提出される感想文

とを読ん で ､ 私 の 基本的な感想は ､ ｢ 年 々 ､ 学生が 幼

稚になり つ つ ある+ と い うもの です｡ もちろん ､ そ れ

は ､ 同時に ､ こ れらを読む 私の方もまた ､ ｢ 年 々 ､ 歳

を重ね て おり､ 精神的に許容範囲が狭くな っ てきた+

とい う証拠なの で あり､ うま い駄ジ ャ レも出なくな っ

たと い う こ となの で し ょ う｡ まさに ､ そ の 通 り に ､

｢ 山下氏におかれま して は ､
``

お や じギ ャ グ
”

を連発

なさるの をお止めに な っ た方がよろ しい か と思われま

す+ (法95 - 当然 ､ 男子学生) と警告して くれる学生

もい ます｡

基本的に ､ 学 生諸君に ､ 甘 えが 多く ､ そ の こ とは ､

レ ポ ー トや毎回 の 感想文に表現される授業や教官に対

する文句の 言い 方ひと つ と っ ても言えます｡ ま た思い

こ みが激 しい ｡ 思考 の柔軟さが ､ ありません ｡

若い 者 の特権で あるはずの ｢ 新奇さに対す る､ 開 か

れた好奇心+ の ナサが目立ちます ｡ そ の ク セ ､ い つ も

｢ 何か い い ことない か子猫 チ ャ ン+ と ､ あた りを見回

し､ 探 し て います｡ こ の ｢ 真の 好奇心+ と は
一

線を画

する べ き ｢ ヒ マ 潰し+ の ｢ 気持ちイイ こと+ を求め る

気持ちは ､ 今の学生諸君に疑い もなく強い もの です ｡

しか し､ そ の強さは ､ みずからは ､
一

歩も歩み 出さず

に ､ 揺 り篭 の中 で ､ 何 ごとか要求して泣きわめい て い

る赤ん坊の 激 しさの ようなもの で す｡ た だ､ 赤ん坊の

方が ､ 大学生諸君よりも優れて い る の は､ 求 め て い る

もの が ､ お っ ぱい で あるにせ よ ､ オ シ ッ コ で あるにせ

よ, 明確にイ メ
ー ジ され て い ると ころ です｡ 学生諸君

の場合は ､ おそらく､ そ の 自分の 求め て い るもの は､

｢ 何 か S o m e t h i n g , E t w a s+ と しか 表現 できない の で

はな い で し ょ うか ｡ こ れ で は､ 永遠に ｢ 青 い鳥を求め

て+ で しょ う｡

しかも ､ 多くの 場合 ､ 自己 の無知を自覚して い なが

ら､ こ うなの で す｡ I
‾
どうせ ､ オ イ ラ は馬鹿だから+ ､

これ で い い の だと いう開き直りです｡ こ の開き直りを ､

｢ 立派+ と い うほ ど の 寛容さを､ 古典派で ある私 は ､

もちませ ん ｡ 私 には ､ こ れは ､ 学生諸君の ｢ 怠慢+ と

しか考えられませ ん ｡

こ の点 で ､ 私 は自分が在外研究で 1 年間ほ ど見聞き

した ドイ ツ の 大学生と ､ 日本 の 大学生を対比 しで樗然

とい た します ｡ ドイ ツ の 学生諸君は ､ 性 に つ い て も､

飲酒に つ い て も､ 日常 の行動に つ い て も､ 良い 意味で

も､ 悪 い 意味で も､ 上記 の ようなわが国の大学生と比

べようもない ほどに大人で した ｡ したが っ て ､ 学問 へ

の 構えに つ い て も､ そう で した ｡ 大学は ､ 成熟を教え

ると ころ では な い かも知れません ｡ にもかかわらず､

人間 の こ とを扱う学問を学ぶ べ き学生諸君に つ い て ､

人間と して の 成熟さは ､ 少なくともそれ へ の 志向は ､

大学におい て も不 可欠の もの ､ 前提とされねばならな

い も の です ｡ した が っ て私は ､ 現在の 学生諸君の ､ 上

記教養講義に現れた精神態度に ､ 大きな危倶をもちま

す ｡

< 教育と研究の 分離 > 現在 ､ 私た ちは ､ 法学部の カリ

キ ュ ラ ム 改革は ､ こ の ような学生諸君を前提に して ､

実施される必要があると考えて い ます｡ 教官の ､ 多年

にわた る高度の研究成果をそ の ままに学生にぶ つ ける

の で はなく ､ まず学生の 基礎的な学力を レ ベ ル ア ッ プ

させ る ことから始めなければなりません ｡ そ の た めに

は ､ ｢ 研究の 成果を教授する+ とい う ､ か っ て の 素晴

らしい 大学の 理念が ､ 上記 の ような学生の精神態度に

直面 して現実にも つ虚妄さに ､ し っ かりと目を据えて ､

カ リ キ ュ ラ ム を作成す べき であると考えます｡

上記 の ような学生諸君の精神態度を非難するだけな

ら､ 易 しい こ と で す｡ しか し､ 大学も間違 い なく ｢ 教

育+ 機関な の で す｡ 教育機関と し て ､ 私 たちは ､ ｢ 法

学学習法+ ｢ 賢人会議+ ｢ リ ー ガ ル ･ シ ス テ ム+ などを

は じめと して ､ よ り効率的な ､ しか も面白い ､ 学生 の

関心 をひく講義を工夫 し､ 実施し てゆきた い と思いま

す｡ そ れが ､ 現代における大学教官の 責務だと考えら

れるか らです ｡

な お､ ｢ 法学学習法+ は ､ 水谷暢教授 ､ 栗原真佐子

講師と共同で 実施されま したが ､ 本稿に つ い て は ､ 山

下 の みが責任を負います｡
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